
令和元年度の主な防災・減災に関する取り組み ～豊能町～

◆川尻地区でコミュニティタイムライン作成、避難訓練実施
〇概 要
川尻地区は、町内屈指の防災に対する意識の高い地区で、例年自主防災会が中心となって避難訓練を実施している。
令和元年度においては、コミュニティタイムラインを作成し、以下の避難訓練を実施した。
〇実施日時
令和元年１１月１７日（日）１４：００～１６：１５
〇場 所
川尻地区内及び川尻自治会集会場
〇参加者
・川尻地区自治会住民約５０名
・豊能町役場総務課２名
・大阪府池田土木事務所３名
〇訓練概要
・避難行動訓練
①レベル３（大雨警報（土砂災害）発令）
自治会長から各町内会長へ「警報発令（レベル３）」の伝達（電話）

②レベル４（避難勧告発令）
自主防（自治会）から各戸へ避難勧告発令の伝達、家族の安否確認及び避難の推奨、避難状況の確認、
一時避難所（集会場）の開放、自力避難困難者を避難所（中央公民館）へ送迎
③レベル４（避難指示発令）
自主防（自治会）から各戸へ避難指示発令の伝達、家族の安否確認及び避難の推奨、全住民の避難状況
を確認、自力避難困難者を避難所（中央公民館）へ送迎
④レベル５（大雨特別警報発令）
未避難者に対し「命を守る最善の行動」をとるよう伝達、自主防・消防団退避

・池田土木事務所及び豊能町総務課の訓練所見を発表
・防災資機材の点検
〇訓練効果
・行政等及び自治会との連携や住民の防災意識の高揚を図ることができた。
・コミュニテイタイムラインを作成、検証することができた。


